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マイクロプラスチックの実験フロー

前処理手順

H2O2

マイクロプラスチック以外の有機系夾雑物
を除去します。

NaI水溶液
水の比重を上げ、軽いマイクロプラスチック
を浮かせます。

マイクロプラスチックの採取
マイクロプラスチックを含む上澄みを
濾過します。

マイクロプラス
チックを含む
サンプル

マイクロプラスチック
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分析・計測法の選択フロー
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LCMSTM、GCMSTM



マイクロプラスチックの成分分析：FTIR

Fourier Transform InfraRed Spectrophotometer
フーリエ変換赤外分光光度計

分析試料に赤外光を照射し、透過光/反射光から試料に含まれる官能基の
推定や有機化合物の定性・定量分析が行えます。

フーリエ変換赤外分光光度計
IRSpiritTM
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測定手法：ATR法

漁網など大きなサイズの海洋ごみや、100μm以上のマイクロプラスチックの分析は、

FTIR（ATR法）で簡単にできます。
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定性結果

装置に搭載されたライブラリの活用で

迅速に測定試料の定性が可能

ATR：Attenuated Total Reflection 全反射法
高屈折率から低屈折率の媒質へ光が進むときの全反射を利用した方法 5



Plastic Analyzerの構成

① フーリエ変換赤外分光光度計 IRSpirit™

② 1回反射ATR QATRTM-S

③ Plastic Analyzerメソッドパッケージ

1. 紫外線劣化プラスチックライブラリ
14種のプラスチックに複数時間紫外線照射した
300点以上のスペクトルライブラリ

2. 加熱劣化プラスチックライブラリ
13種のプラスチックを加熱劣化させた
100点以上のスペクトルライブラリ

3. IR Pilot™用分析プログラム/メソッドファイル
IR Pilot™を用いた簡単測定が可能な分析プログラム

⚫ 島津独自の紫外線劣化プラスチックライブラリと加熱劣化プラスチックライブラリで、分析を強化。

⚫ Plastic Analyzerメソッドパッケージを備えた専用の分析システムにより、

FTIR測定に慣れていないユーザーでも簡単にFTIR分析を行うことができます。

① IRSpirit™ ② QATRTM-S

③ Plastic Analyzer
メソッドパッケージ

フーリエ変換赤外分光光度計プラスチック分析システム

Plastic Analyzer
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測定プログラム
Plastic Analysisを選択

バックグランド測定 サンプル測定 レポート作成

Click!Click!
Click!

紫外線/熱によりプラスチックは分子切断や架橋を伴い劣化するため
標準品のプラスチックスペクトルとは異なる。
複数種類の劣化をさせた紫外線/熱劣化プラスチックライブラリにより
劣化状態を反映した精度の高いスペクトル検索・定性が可能。

※劣化度を判定する機能ではありません。

IR Pilot™を用いた簡単測定が可能な分析プログラムを搭載し、FTIRに不慣れでも分析が可能。

紫外線劣化プラスチック
（ABS樹脂）

１ 高い精度の劣化ライブラリ

２ 分析プログラムによる簡単測定

３ 小型で導入しやすいシステム製品

IRSpirit™と試料室一体型ATRを用いたシステムのため幅35㎝で設置が可能。
FTIRの新規ユーザーでも導入しやすい。

Plastic Analyzerの特長
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赤色マイクロプラスチック
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白色マイクロプラスチック

海岸で採取されたマイクロプラスチック

O-H C=O

C=O

サイズ：約4 mm

サイズ：約1 mm

定性結果：
ポリプロピレン（PP）
樹脂の劣化により、
O-H, C=Oのピークが
検出された。

定性結果：
ポリエチレン（PE）
樹脂の劣化により、
C=Oのピークが
検出された。
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紫外線プラスチックライブラリより
超促進耐候試験機で150mW/cm2紫外
線を100時間照射したPPがヒット

一致度：931 / 1000

紫外線プラスチックライブラリより
超促進耐候試験機で150mW/cm2紫外
線を500時間照射したPEがヒット

一致度：929 / 1000



紫外線によるプラスチックの経時劣化

紫外線を照射したABS樹脂の赤外スペクトル

OH基やC=O基の伸縮振動に帰属されるピークが現れています。紫外線によ
り酸化劣化したことがわかります。
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紫外線による種々のプラスチックの劣化
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マイクロプラスチックの成分分析：赤外顕微鏡

100μm未満（～10μm程度）のマイクロプラスチックの分析は、赤外顕微鏡で簡単にできます。

成分分布の可視化

観察

観察から測定までがスムーズに行え

迅速に微小試料の定性が可能

測定

赤外顕微鏡
AIM-9000
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北極タラ
から採取

深海エビ
から採取
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試料ご提供：Wageningen Marine Research, Newcastle University

海洋ごみの影響は食物連鎖を通じ、北極海に生息する北極タラや、深海に生息する端脚類の
深海エビなど、汚染が届きにくいはずの海域に棲む生物にまで広がっています。

海洋生物から採取されたマイクロプラスチック
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分析事例：アプリケーションニュース

会員制サイトにご登録いただくことで、ご覧いただけます。

https://solutions.shimadzu.co.jp/
島津 Shim-Solutions Club 検索 ☜
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分析カタログ
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ご清聴ありがとうございました

LCMS、GCMS、IRSpirit、QATRおよびIR Pilotは、株式会社島津製作所の商標です。

本発表内に記載されている会社名、製品名、サービスマークおよびロゴは、各社の商標および登録商標です。
なお、本発表中では「TM」、「Ⓡ」を明記していない場合があります。
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